
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい児者を守り,その福祉の向上を図ることを目的とします。 

2023年(令和５)年１月１日発行 

 呉市手をつなぐ育成会 

    会 長 中川 潤二 

〒737-0051 

呉市中央５丁目１２－２１ 

呉市福祉会館 ３階 

Tel (０８２３)２４‐２２６０ 

Fax (０８２３)２４‐２５６８ 

E-mail  kure‐teotunagu 
    @herb.ocn.ne.jp 

～1 月号～ 
 

http://kure-teotunagu.org/  
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P.2   新年のごあいさつ 互助制度のご案内 

P.3   連載５ うたう会支援者 岩木 達    

P.4   「すまいる大会」に参加して 

手話言語条例・情報コミュニケーション条例 
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P.5  楽しかった 育成会クリスマス会！     
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P.7  ぼくの学級！わたしの学級！呉市立警固屋小学校 

P.8  お礼 お知らせ 広告 編集後記 

 

1月の予定 

1月 14日(土) 

   いくせい太鼓 14：00～  

1 月 15日（日） 

本人部会会議 10：30～（つばき会館） 

う た う 会13：30～（つばき会館） 

１月 19 日(木) 10：00～12：00 

    みんなの話（福祉会館３階） 

★次回発行は２月 1日です 

 

 

http://kure-teotunagu.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新年あけましておめでとうございます 
                                会長 中川 潤二 

令和も 5年となりました。皆様良いお年をお迎えのことと存じます。 

新しい年を迎え，こんな言葉を思い出しています。 

「初心忘るべからず」です。高校の入学式の時に校長先生が式辞の中で話されました。いろんな式の

中でたくさん話を聞いたはずですが,この言葉だけ覚えています。(すみません) 自分の中で「将来教師に

なるぞ」と強く思っていたのです。幸い夢をかなえました。それから 55 年以上経ってもこの「初心忘るべか

らず」は私の背中を押してくれます。 

「初心忘るぺからず」は世阿弥が自分の完成させた能について書いた「花鏡」の中にある言葉です。

「是非の初心忘るべからず。時々の初心忘るべからず。老後の初心忘るべからず。」とあります。未熟な

時のことを忘れてはいけない。成長していく中で，その時々は絶えず初心者であってその失敗を忘れては

いけない。そしで，年を重ねてもういいだろうという慢心ではいけない。ちゃんとそれまでの多くの失敗を忘れ

ずチャレンジしなければ。ということではないでしょうか。 

コロナ禍を乗り切ろうとする今年,自分自身をしっかり振り返って失敗を忘れず，新しいことに挑戦してい

きたいと思います。新しいことと言っても別の仕事をするということではありません。毎日しっかり生きでいく中

で新しいこと，楽しいことを見つけたいと思っています。毎日心ときめかせて時がゆっくり過ぎていく子供たち

に負けないように身の回りに心配りして笑顔になりたいと思っています。 

皆様方の中には,今も大変つらい思いをされている方もおられると思います。そんな時こそ互いに思いを

語り合って,手をつないで乗り越えていきましよう。 

皆様にとって笑顔の多い年になりますように。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 心身に障害のある人が病気やケガで入院をし，

付添看護が必要となったときや，突発的に他人に

損害を与えたときの大きな出費にそなえて，いざ

というときのためにみんなで助け合いましょう。

これが「広島県手をつなぐ育成会 互助制度」です。 

２つのプランⒶスタンダード型 12,000 円 
Ⓑ補償充実型 18,000 円がございます。 
詳細はパンフレットまたは,育成会のホーム
ページをご覧下さい。 

２ 

あけましておめでとうございます 

                     本人
ほんにん

部会
ぶ か い

会長
かいちょう

 城本房
し ろ も と ふ さ

江
え

 

まだコロナが終
お

わりませんが，昨年
さくねん

はいろんなことがありました。 

お花見
は な み

やクリスマス会がたのしかったです。すまいる大会
たいかい

も無事
ぶ じ

に終
お

わりました。

今年
こ と し

もいい年
と し

にしたいと思
おも

っています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
福
祉
保
健
課
長
さ

ん
と
行
政
へ
の
要
望
事
項
の
す
り
合
わ
せ
を

す
る
な
ど
、
支
援
者
さ
ん
と
共
に
着
実
に
本

番
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。
責
任
者
の
私
は
、

た
だ
感
心
し
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。 

大
会
は
無
事
終
わ
り
、
私
の
竹
原
の
畑
で
、

さ
つ
ま
い
も
芋
掘
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し

て
成
功
を
祝
い
ま
し
た
。 

そ
の
後
は
、
う
た
う
会
以
外
は
ス
テ
ー
ジ

に
立
つ
時
だ
け
同
行
す
る
の
み
で
し
た
が
、

二
〇
一
六
年
本
人
部
会
の
支
援
者
を
引
受

け
、
う
た
う
会
の
午
前
に
本
人
部
会
を
持
ち
、

活
動
計
画
を
立
て
る
な
ど
の
話
し
合
い
を
し

て
い
ま
す
。 

二
〇
一
九
年
に
呉
で
開
い
た
県
福
祉
大
会

も
、
県
下
各
地
の
代
表
者
の
方
々
と
の
協
議

の
た
ま
も
の
で
大
成
功
で
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
今
、
カ
ラ
オ
ケ
や
カ
レ
ー
作

り
は
控
え
、
七
夕
の
短
冊
や
年
賀
状
で
字
の

上
達
を
図
っ
た
り
、
人
前
で
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
て
言
え
る
練
習
を
し
た
り
の
勉
強
会

を
し
て
い
ま
す
。 

広
島
で
の
年
六
回
の
は
つ
ら
つ
代
表
者
会

に
会
長
さ
ん
と
出
席
し
て
い
ま
す
。 

リ
モ
ー
ト
で
の
全
国
の
仲
間
と
の
交
流
も

始
ま
り
ま
し
た
。
本
人
活
動
は
ど
ん
ど
ん
広

が
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
支
え
て 

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

の
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
育
成
会
記
念
誌

に
は
、
倉
橋
の
桂
が
浜
で
夏
季
リ
ク
レ
ー
シ

ョ
ン
を
、
次
い
で
広
島
市
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー
で
二
泊
三
日
の
野
外
活
動
キ
ャ
ン
プ
を
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
う
た
う
会
が

発
足
し
た
夏
の
こ
と
で
す
。 

二
〇
〇
五
年
に
は
広
島
で
の
全
国
大
会

で
、
本
人
部
会
五
名
が
実
行
委
員
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
事
務
局
長
を
は
じ
め
と
す
る
支

援
者
と
共
に
、
う
た
う
会
の
午
前
に
活
動
を

し
て
い
た
成
果
で
す
。 

こ
の
お
花
見
の
後
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
の
活

動
に
同
行
す
る
こ
と
が
増
え
ま
し
た
。
七
夕

ま
つ
り
も
そ
う
で
す
が
、
呉
ポ
ー
ト
ピ
ア
パ

ー
ク
で
の
「
く
れ
福
祉
ま
つ
り
」、
障
害
を
持

つ
仲
間
が
、
桂
が
浜
温
泉
に
集
う
「
倉
橋
み
か

げ
コ
ン
サ
ー
ト
」、「
野
呂
山
学
園
祭
」
な
ど
で

す
。
野
呂
山
学
園
祭
に
は
、
グ
リ
ー
ン
ヒ
ル
郷

原
で
合
宿
し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
が
出
演
す
る

の
で
と
、
急
遽
伴
奏
に
呼
ば
れ
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。 

そ
し
て
二
〇
〇
九
年
、
呉
で
開
催
す
る
県

福
祉
大
会
の
実
行
委
員
の
一
員
に
な
り
、
本

人
大
会
に
携
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
の
第
八
回
は
つ
ら
つ
大
会
（
本
人
大
会
）

は
、
十
月
二
十
日
呉
市
体
育
館
で
行
い
ま
し

た
。
こ
の
日
の
た
め
、
夏
に
ど
ん
な
会
に
す
る

か
の
話
し
合
い
を
し
、
県
内
の
代
表
が
集
ま

「
う
た
う
会
」
は
、
作
業
所
が
休
み
に
な
っ

た
余
暇
活
動
と
し
て
二
〇
〇
二
年
に
誕
生

し
、
月
一
回
集
ま
っ
て
歌
っ
て
い
ま
し
た
。 

次
の
年
の
七
月
に
、「
育
成
会
七
夕
ま
つ
り
」

が
行
わ
れ
、
う
た
う
会
は
そ
の
ス
テ
ー
ジ
に

立
ち
ま
し
た
。
初
め
て
の
ス
テ
ー
ジ
に
緊
張

し
て
か
、
み
ん
な
の
声
が
出
ま
せ
ん
。
私
は
マ

イ
ク
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
し
ど
ろ
も
ど
ろ
で

「
勇
気

％」
を

伴
奏
し
た
苦
い
思
い
出
の

七
夕
ま
つ
り
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
十
二
月

に
は
う
た
う
会
で
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
し
ま
し

た
。
こ
の
「
う
た
う
会
」
が
、
私
が
知
ら
な
い

別
の
活
動
を
し
て
い
た
の
で
す
。 

二
〇
〇
七
年
の
四
月
、
歌
う
会
の
メ
ン
バ

ー
か
ら
お
花
見
の
誘
い
を
受
け
ま
し
た
。 

メ
ン
バ
ー
一
行
は
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
を
含
め

十
人
。
中
央
桟
橋
に
集
合
し
、
江
田
島
の
術
科

学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
術
科
学
校
で
は
施
設

案
内
を
受
け
、
広
場
で
お
弁
当
を
食
べ
て
バ

ス
で
切
串
へ
向
か
い
ま
す
。
切
串
か
ら
フ
ェ

リ
ー
で
呉
ポ
ー
ト
ピ
ア
へ
。
ふ
れ
あ
い
シ
ョ

ッ
プ
で
買
い
物
な
ど
を
し
、
呉
に
帰
り
ま
し

た
。
こ
の
計
画
と
段
取
り
を
す
べ
て
自
分
た

ち
で
こ
な
し
て
い
た
の
に
驚
か
さ
れ
ま
し

た
。 う

た
う
会
の
メ
ン
バ
ー
が
、
当
時
の
育
成

会
の
事
務
局
長
と
活
動
し
て
い
る
の
は
う
す

う
す
聞
い
て
い
ま
し
た
が
、
何
を
し
て
い
る

２００２年育成会のうたう会の指導者としてスタートしていただき，「本人部会」が 

産声を上げました。呉で，県内初の本人大会を自分たちで計画，交渉し４００人の 

参加者と共に見事にやり遂げました。その流れが今日の広島県大会本人大会の 

礎になっているようです。・・・今回はその後の活動についてお話いただきます。  

連載５ 

本人部会支援者・うたう会指導者 岩木 達  

 

=うたう会から育成会本人活動へ=  
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

「手話言語条例」「情報コミュニケーション条例」制定後の意見交換会 

決議
け つ ぎ

文
ぶん

は前
まえ

の時
とき

より落
お

ち着
つ

い

て言えました
い      

。フリートーク

で，コロナにかからないよう

にしようと思
おも

いました。 

会場
かいじょう

が立派
り っ ぱ

でした。フリート

ークに参加
さ ん か

しました。僕
ぼく

は

意見
い け ん

を言いません
い     

でした。 

楽
たの

しかったです。おりづるは手伝って
て つ だ    

もらっ

てちゃんとできました。コンサートでは女
おんな

の人
ひと

の歌声
うたごえ

がとても気持
き も

ちよかったです。 

たくさんの人
ひと

がいてとても

楽しかった
た の       

。踊った
おど     

こと，花
はな

を

わたせたことがうれしかった。

た。 

コンサートの時
とき

に，みんなと

一緒
いっしょ

に前
まえ

に出て
で  

踊った
おど     

ことが

楽しかった
た の       

です。 

決議
け つ ぎ

文
ぶん

発表
はっぴょう

は緊張
きんちょう

しまし

た。次
つぎ

はやってない人
ひと

が

したらいいと思います
おも       

。 

講演会
こうえんかい

は楽しく勉強
べんきょう

になりました。「本人
ほんにん

活動
かつどう

について」で呉
くれ

うたう会
かい

のことを

発表
はっぴょう

しました。終わって
お    

ほっとしました。 

〇説明がわかりにくい。顔をみてゆっくり話してくれるだけで，安心します。 

障害の方の困り感は，皆さん違います。条例制定で地域での暮らしが少しでも

豊かになれますよう，まず最初に行政担当者の皆さんから始めて頂けたらと思っ

ています。そしてその思いが地域に広がって頂けたら嬉しいです。【中岡】 

｢情報コミュニケーション条例｣の制定後，障害福祉課か

ら，知的障がいのある人や家族·支援者に，いろいろと話を

聞かせて欲しいとご依頼があり，皆さんに集まっていただ

きました。まず，条例について説明が有りました。その後

参加された皆さんで困った事など意見をだしました。 

〇情報を知ることの難しさには絵や写真や色別け等で，

見える支援があれば誰でもわかりやすいこと。 

一例として元の国立病院のように，行く先にそって色別のラインがあった 

ら迷わないのではないか。 

〇確認をするため，本人自身が書類に書かなくてはならない時，書くのが難

しい人がいる。顔写真付きの証明書が有れば代筆でも良い等の配慮があれ

ば悲しい思いをしないのではないか。   

１０月
がつ

２３日
にち

(日
にち

)開催
かいさい

 第１０回
だい   かい

 手
て

をつなぐ育成会
いくせいかい

中国
ちゅうごく

・四国
し こ く

大会
たいかい

「すまいる大会
たいかい

」 



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

清水ヶ丘
しみずがおか

の人
ひと

がリードしてくださって，カローリングや

輪投
わ な

げ，ボールをあてて数字
す う じ

の板
いた

を飛
と

ばすストライクアウ

トをしました何回
なんかい

も何回
なんかい

も挑戦
ちょうせん

できてよかったです。来年
らいねん

も楽しみ
たの     

にしています。（本人
ほんにん

部会
ぶかい

会長
かいちょう

 城本
しろもと

房
ふさ

江
え

） 

５ 

楽しかった
たの       

クリスマス会
         かい

の記事
き じ

は来月号
らいげつごう

にも掲載
けいさい

します。 詳細はホームページに掲載中 

 

 

１２月
   がつ

11日
にち

 (日
にち

)呉市
くれし

つばき会館
かいかん

で ,呉
くれ

南ロータリークラブ
みなみ             

との合同
ごうどう

企画
きかく

でクリスマス会
          かい

が

行われました
おこな           

。受付
うけつけ

では 消 毒
しょうどく

，検温
けんおん

，健康
けんこう

チェックをして 頂 き
いただ  

，感染
かんせん

予防
よぼう

対策
たいさく

に気
き

を

付けました
つ       

。ご本人
 ほんにん

，きょうだい，家族
かぞく

，支援者
しえんしゃ

と呉
くれ

南ロータリークラブ
みなみ              

，清水ヶ丘
しみずがおか

学園
がくえん

インターア

クトクラブの皆さん
みな    

が参加
さんか

され総勢
そうぜい

65人
にん

ほどになりました。 

挨拶
あいさつ

の中
なか

で毎年
まいとし

ご支援
 し え ん

いただいております呉
くれ

南ロータリークラブ
みなみ              

様
さま

に感謝
かんしゃ

をお伝えしました。

その後
     のち

，清水ヶ丘
しみずがおか

学園
がくえん

インターアクトクラブさんの司会
しかい

でゲームがスタート！ 

床
ゆか

をすべっていくカローリング，９枚
  まい

の的
まと

を抜く
ぬ  

ストライクアウトや輪投
わ な

げを楽しみ
たの    

笑顔
えがお

いっぱい

になりました。ゲームの後
あと

，清水ヶ丘
しみずがおか

学園
がくえん

のサンタさんからプレゼントを頂きました
いただ        

。みんなで歌
うた

も

うたいました。会
かい

の終わり
お    

に， 本人
ほんにん

部会
ぶかい

会 長
かいちょう

の城本
しろもと

さんがお礼
  れい

の挨拶
あいさつ

をされました。とても素敵
すてき

な

時間
じかん

を皆さん
みな    

と一緒
いっしょ

に過ごす
す    

ことができました。ご協力
 きょうりょく

頂きました
いただ        

皆様
みなさま

に感謝いたします
かんしゃ        
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６ 

年
ね ん

賀状
が じ ょ う

を書こう
か   

！  

12月
がつ

18日
にち

(日
にち

)今年
こ と し

最後
さ い ご

の本人
ほんにん

部会
ぶ か い

がありました。 

年
ねん

賀状
がじょう

を書きました
か     

。ゴム版画
は ん が

でうさぎとねこのスタンプ

をおしました。おばあちゃんやいぬの心
こころ

ちゃんや丸
まる

ちゃん

に出
だ

します。字
じ

がちゃんと書
か

けました。 

昼
ひる

からのうたう会
かい

で「大
おお

きな古時計
ふるどけい

」を前
まえ

に出
で

て歌
うた

いまし

た。来年
らいねん

も楽
たの

しみにしています。  【徳永
とくなが

 繁行
しげゆき

 】 

 ～生 き る～     大段 美穂 

帝王切開で産まれた娘は，黄疸がひどく，

産後の入院中は，ほとんどを保育器で過ごし

ました。 

初めての育児で，わからないことだらけでし

たが，そんな私でも感じたのは，なかなか寝つ

かない，少しの音でも起きてしまう，抱っこして

もそり返るという育てにくさでした。 

子どもってこんなものなのかなと感じなが

ら，違和感もありずっと不安でした。 

自閉症と診断されたのが 3歳の時。 

「ああ，やっぱりそうか。」と思ったのを覚え

ています。 

 これまで，色々なセミナーに行ったり，本人の

経験になればと思い,太鼓やリトミックなど親

子で取り組みました。 

どうしたらこの子が日々起こることを理解

し，行動できるのか，スケジュールなども取り

入れておりますが，どうやったらできることが増

えるのか，生き生きと過ごせるのか，色々と私

たちなりに取り組みました。 

 しかし，未だに好ましくない行動，睡眠リズム

の乱れ，気候に影響され体調が悪くなるなど

日々色々あり，成長につれ難しさが増えること

もあります。なんでこうなんだろうかと落ち込む

こともあります。 

 でも，娘と共に生きてき

て思うことは，人間みんな

同じ，元気で笑顔で生活

していけたら幸せだなと

いうことです。 

話せる話せないとか読

み書きができるできないとかではなく，毎日

を楽しく，支援して下さる方や，まわりのお友

だちと，笑って生活できる。生きていける。 

これ以上はないかなと思います。 

もう娘も中学１年生になりました。 

これから，どうなっていくのでしょうか。 

これからどうなるか。これは誰にでも当て

はまり，障害を持つ娘だけではありません。 

私も一日一日，娘や主人・学校・デイの方

などのお力をかりながら，ようやっと過ごせて

いる日々に感謝して，笑って過ごして行きた

い。それだけです。 

 いつか私たち親も，いなくなる日が来ます。 

その時にまわりに助けて下さる，理解して下

さる方がいたらいいなあと思います。 

でもこれも，どのお子さんにも当てはまりま

すよね。障害って，何なのでしょう。 

特別なことではないように思ってきました。 
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スライムをつくりました。手ざわりが 

気持ちよかったです。 

七夕飾りをみんなで作りました。すてきな 

掲示ができました。 

うさぎ年のしきしをそれぞれが工夫して作りました。  

かわいいうさぎができました。 

「だるまさんがころんだ」を広い体育館で 

のびのびとしています。 

ラジオ体操をしています。しっかり手を

のばしています。 

「氷鬼ごっこ」は，みんな大すきで，楽しく 

体を動かしています。 

警固屋小学校 ひまわり・たんぽぽ・コスモス学級 

警固屋小学校のひまわり学級には，１年生２名，３年生１名，４年生３名，たんぽぽ学級には 

３年生１名，コスモス学級には，１年生１名が在籍しています。お互い協力しながら，毎日がん

ばっています。毎週火曜日に３つの学級が集まり，ラジオ体操やスライムづくり，氷鬼ごっこを

したり作品をつくったりいっしょに仲良く活動しています。 



 

 

 

      

日時：1月 19日(木)10時～12時  場所： 呉市福祉会館 3階会議室 
日頃，子育てで困っていることや感じていること，就学の悩み，将来の不安など， 
いろいろな事を参加された方々と共有できたらいいですね。 

※お問い合わせ：申込み 呉市手をつなぐ育成会まで/締め切り１月 16日（月） 

サポートファイルを書こう 
今年度３回目のサポートファイル学習会で

す。進級・進学のためにこの時期にしっかり
見直しをしましょう。 

毎日の子育てや支援の見直し,また障害基
礎年金の手続きを行うときに役立ちます。 

参加される，先輩の子育ての話を聞けるの
も学習会の良い所だと思います。この機会に,
障害のある子の記録を書き込んで活用してい
きませんか。個人学習会も開催可能です。 

２月９日(木)10 時～12 時 
 問合せ先：📞育成会(0823)24-2260 

☆ありがとうございました☆ 
【順不同・敬称略】(１２月 20 日現在) 

ご寄付いただいた皆さま 

呉南ロータリークラブ 
国際ソロプチミスト呉 

匿名の皆さま 

書き損じ年賀状 匿名 
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出
勤
途
中
、
小
学
校
そ
ば
の
横
断
歩
道

で
毎
日
黄
色
の
旗
を
持
っ
て
声
掛
け
を
し
て

い
る
女
の
方
の
姿
を
目
に
し
ま
す
。 

登
校
時
の
子
ど
も
た
ち
が
駆
け
寄
り
、

信
号
が
変
わ
る
ま
で
嬉
し
そ
う
に
話
し
を
し

て
い
ま
す
。
会
話
の
内
容
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
信
号
待
ち
の
小
学
生
や
中
学
生
、
保

育
園
の
送
迎
の
親
子
と
笑
顔
で
挨
拶
さ
れ

る
姿
に
「
地
域
の
子
ど
も
は
地
域
が
育
て

る
」
を
ま
さ
に
実
行
さ
れ
て
お
ら
れ
る
姿
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。 

そ
の
方
が
笑
顔
で
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
、

ま
た
皆
さ
ん
に
と
っ
て
今
年
が
よ
い
年
に
な
り

ま
す
よ
う
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

編
集
後
記 

 
第４6回 呉市立小中学校 

特別支援学級合同作品展ご案内 

日にち： １月１3日(金)～１月１7日(火) 

時 間： ９時～１７時 

場 所： 呉市役所１階多目的室 

※最終日は１４時までです。 

第 40回 野呂山学園作品展 

日 時： 令和５年２月２１日(火)～２月26日(日) 

    10：00～16：00 

場 所： グリーンヒル郷原（香りの館） 

入 場 無 料 

問合せ先： 野呂山学園 （0823）-77-0111 

 

2020 年 作品展より 


